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さきに著者らは肝細胞癌などに対する肝切除前後に

血清総胆汁酸値を測定し,そ の経 日的な測定が肝切除

後肝機能の推移を知るうえで有用であることを報告し

た11今 回さらに著者 らは肝切除前後に門脈血中総胆

汁酸 (以下 p‐TBA)値 の測定を追加し,末 檎血中総胆

汁酸 (以下 v‐TBA)値 と比較 したところ以下のような

知見を得たので報告する。

対象および方法

最近当教室で治療された肝細胞癌12例,胆 管癌 1例

の計13例についてその術前後の v‐TBA値 およびp‐
TBA値 を同時に測定した.術前の門脈血は PTP施 行

時に,術 後の問脈血は肝庇護療法や化学療法施行の経

路 として術中に脂静脈より門脈本幹内に留置されたシ

リコンチュープを通 じて採取された。なお総胆汁酸値

は酵素法りで測定された.また,これら13例に対 して行

われた術式は右 3区域切除 1例 ,右 葉切除 2例 ,区 域

切除 3例 ,左 外側域切除 2例 ,部 分切除 2例 ,右 肝動

脈および左内側枝結繁術 1例 ,左右肝動脈結繁術 1例 ,

右肝動脈および右横隔膜下動脈結紫術 1例 であった。

結 果

対象13例の うち10例の術前 p‐TBA値 は10,7±6.7n

mo1/mlで あり,v‐TBA値 7.7±6.3n mo1/mlに比べ

高値であったが,両 者間に相関関係は認められなかっ

た。肝切除後の p―TBA値 は術 3～ 7日 後に最高 とな

り,v‐TBAよ り高値を示した。そこで肝での胆汁酸処

理能 を考慮 して p‐TBA値 とv‐TBA値 との差 を p‐
TBA値 で除した値を胆汁酸処理能の指標(以下 CI)と

した。その結果,術 後の経過が良好であった症例の CI

はいずれも5%以 上であり,術 5日 後には上昇傾向を

認めた。しかし術後早期に肝不全死 した症例 (A)お よ

び術69日後に肝不全死した症例 (B)の CIは いずれも

術 5日 以降の値が 5%以 下であった。また術 7日 後に

はCIの 上昇傾向を認めたが術 3, 5日 後に低値で

あった症例 (C)は術後血清総 ビリルビン値の著明な上

昇を認めた (図).

考 察
一般に p_TBA値 はv‐TBA値 より高いといわれて

いるが, これは肝における胆汁酸処理能の関与を示唆

し,門 脈血胆汁酸の うち肝で処理されない胆汁酸が末
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檎血中へ逸脱するためであると考えられる。。そこで

肝切除後 v‐TBA値 および p―TBA値 を経 日的に測定

したところ,症 例によってかなりの変動がみられ,症

例間における絶対値の比較は困難であった。そのため

胆汁酸処理能の指標 として p‐TBA値 とv―TBA値 と

の差を p‐TBA値 で除した値 (CI)を設定したところ,

CIは v‐TBA値 の変動 よ り肝切除後の肝機能をよく

反映していると考えられた。 し たがって肝切除後にお

けるv‐TBA値 およびp‐TBA値 の同時測定は術後の

肝機能ひいてはその予後を知る上で有用であると考え

られた。
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